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県西家畜保健衛生所における個人情報の漏えいについて 

 

 県西家畜保健衛生所において、個人情報が含まれた資料を誤って郵送するインシデント事

案が発生しました。 

 今後、同様の事案が発生しないよう再発防止を徹底してまいります。 

 

 

１ 事案発生（発覚）日 2026年４月 13日（月）発生 

                     ４月 17日（金）発覚 

 

２ 事案の概要 

 県西家畜保健衛生所において、令和８年４月１日付けで農家Ａから同所に提出された

「豚熱ワクチン接種に係る農場の認定及びワクチン使用許可申請書」に対し、認定及び許

可の通知を送付する際に誤って農家Ａと同じ名字の農家Ｂに送付してしまった。 

通知には、農家Ａの個人情報（氏名）が記載されていた。 

４月 17日に農家Ｂからの連絡により、誤送付が発覚したため、同日農家Ｂに謝罪とと

もに通知を回収した。また、情報が漏えいした農家に対しても同日説明と謝罪を実施して

いる。 

 

【経過】 

・４月１日  農家Ａから県西家畜保健衛生所に豚熱ワクチン接種に係る農場認定及び 

ワクチン使用許可申請書が提出される。 

・４月 13日 県西家畜保健衛生所が農家Ａに対する認定及び許可の通知書を誤って 

同じ名字の農家Ｂに郵送。 

・４月 17日  農家Ｂからの電話にて誤送付が発覚。 

農家Ｂを訪問して謝罪とともに通知を回収。 

         情報が漏えいした農家Ａに対しても、電話にて説明と謝罪を実施した。 

【原因】 

  ・封筒の宛名と通知の宛名の確認の不徹底 

 

３ 再発防止策 

・管内の同一名字をしっかり把握した上で封筒の住所氏名と内封する文書のすり合わせを

複数人で実施することで誤送付を防止する。 

・所内全職員に対し、情報セキュリティポリシーの遵守と事案対応時の迅速な報告を改め

て周知徹底するとともに、今回事案を踏まえた再発防止に向けた研修を至急実施する。 

 


